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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外周面に図柄の表されたリールユニットを備える遊技機であって、
　前記リールユニットは、
　外周面に図柄の表されたリールと、前記リールを回転させる駆動手段と、前記駆動手段
を支持するベース体と、前記図柄を照明する照明ユニットを少なくとも備え、
　前記照明ユニットは、
　前記ベース体に固定される固定部と、前記固定部から延びる前記図柄を照明する照明部
と、光源とを少なくとも有し、
　前記ベース体と前記固定部とを接触面において係合させて、取付作業時の前記照明ユニ
ットの転倒を抑制する、前記ベース体と前記固定部の底面とに設けられた、凸設形成され
た凸部と凹設形成された凹部からなる転倒抑制手段を備える
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　外周面に図柄の表されたリールユニットを備える遊技機であって、
　前記リールユニットは、
　外周面に図柄の表されたリールと、前記リールを回転させる駆動手段と、前記駆動手段
を支持するベース体と、前記図柄を照明する照明ユニットを少なくとも備え、
　前記照明ユニットは、
　前記ベース体に固定される固定部と、前記固定部から延びる前記図柄を照明する照明部
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と、光源とを少なくとも有し、
　取付作業時の前記照明ユニットの転倒を抑制する転倒抑制手段と、
　前記ベース体と前記固定部とを接触面において係合させる、前記ベース体と前記固定部
の底面とに設けられた、凸設形成された凸部と凹設形成された凹部からなる係合手段と、
を備える
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項３】
　前記凸部及び凹部は、
　前記ベース体と前記固定部との接触面において圧入される圧入構造からなる
　ことを特徴とする請求項１又は２記載の遊技機。
【請求項４】
　前記凸部及び凹部は、
　前記ベース体に設けられた孔からなる凹部に対して、前記固定部に設けられた凸部が挿
入される凹凸構造からなる
　ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか一項記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、外周面に図柄の表された複数のリールを収納するリールユニットを備える遊
技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スロットマシン、パチンコ機などの遊技機には、外周面に図柄の表された複数のリール
の収納されたリールユニットを備えるものがある。
　例えば、スロットマシンは、遊技者が遊技媒体となる遊技用のメダル（コイン）や遊技
球（パチンコ球）を投入してスタートレバーを押下操作することにより、外周面に所定の
絵柄や数字，文字等の図柄が表された複数のリール（通常３個のリール）が回転を開始し
、定速回転後、任意のタイミングで停止ボタンが押されることでリールが停止し、停止し
たリール上の図柄の組合せに応じて所定数の遊技媒体が払い出されるように構成され、こ
のような複数のリールは、一体的にユニット化されたリールユニットに収納されている。
【０００３】
　リールユニットには、通常、複数の図柄が表された帯状シートと、帯状シートを円筒状
に保形するとともにモータに軸支されて回転するホイールフレームと、帯状シートとモー
タの軸との間に配置され帯状シートを後方から照明する照明ユニットと、モータを支持す
る板状のベース板とを備えるリールモジュールが、水平方向に積層された状態で複数収納
されている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－０７２４０６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、このようなリールモジュールにおいて、照明ユニットは、通常、ベース板に
取り付けられるようになっており、その取り付けの際には、以下のような問題が生じてい
た。
　照明ユニットは、ＬＥＤの実装されたＬＥＤ基板と、ＬＥＤ基板を支持する基板ホルダ
ーと、を備え、この基板ホルダーが所定のネジを介してベース板に固定されることで取り
付けが完了するようになっている。
　このような照明ユニットは、帯状シートとモータの軸との間であって、ＬＥＤが帯状シ
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ートを後方から照明可能な位置に配置されることから、基板ホルダーには、ベース板に固
定される部分となる固定部と、ＬＥＤ基板を固定する部分となる延出部とが形成されてい
る。
【０００６】
　固定部は、帯状シートとモータの軸との間の限られた面積で照明ユニット全体を支持可
能に形成され、延出部は、ＬＥＤ基板をベース板から離間させて帯状シートの後方中央付
近で固定可能に形成されていることから、基板ホルダーは、延出部が固定部よりも長い略
Ｌ字状に形成せざるを得ない。
　このようなＬ字状の形態から、照明ユニットのベース板への取り付けに際して、ほぼ水
平に配置されたベース板上に固定部を接触させた状態で当該照明ユニットを直立させたと
きに、照明ユニットが延出部の配置されている側に転倒してしまうことになり、そのため
取り付け作業に時間が掛かり、作業効率の向上が求められていた。
【０００７】
　本発明は、このような問題を解決するために提案されたもので、照明ユニットのベース
板への取り付けに際して、照明ユニットの転倒を抑制する遊技機の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するため、本発明の遊技機は、複数の図柄が表された帯状シートと、前
記帯状シートを円筒状に保形するとともにモータに軸支されて回転するホイールフレーム
と、前記帯状シートと前記モータの軸との間に配置され帯状シートを後方から照明する照
明ユニットと、前記モータを支持する板状のベース板と、を有するリールユニットを備え
る遊技機であって、前記照明ユニットは、所定の光源の配置された基板と、前記基板を支
持する基板ホルダーと、を備え、前記基板ホルダーは、前記ベース板に固定される固定部
と、前記固定部から前記帯状シートの後方中央に向けて延出され前記基板の固定される延
出部とを有する、前記延出部が前記固定部よりも長い略Ｌ字状に形成され、前記照明ユニ
ットの前記ベース板への取り付けに際して、ほぼ水平に配置された前記ベース板上に前記
固定部を接触させた状態で当該照明ユニットを直立させたときに、前記照明ユニットが前
記延出部の形成されている側に転倒しないようにその直立姿勢を保持させながら前記照明
ユニットを前記ベース板に仮固定する仮固定手段を設けた構成としてある。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明に係る遊技機によれば、照明ユニットのベース板への取り付けに際して、照明ユ
ニットの転倒を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】遊技機の概略正面図である。
【図２】遊技機の内部構成を示す概略斜視図である。
【図３】リールユニットの外観斜視図を示し、（ａ）は、前方から見た斜視図であり、（
ｂ）は、後方から見た斜視図である。
【図４】リールユニットの分解斜視図である。
【図５】リールモジュールの分解斜視図である。
【図６】照明ユニットをベース板に取り付けた状態を示す外観図であり、（ａ）、斜視図
、（ｂ）は、正面図、（ｃ）は、側面図である。
【図７】照明ユニットと帯状シートとモータの軸との配置関係を示す配置図であり、（ａ
）は、平面図、（ｂ）は、Ａ－Ａ断面図である。
【図８】照明ユニットの外観斜視図である。
【図９】照明ユニットの外観図であり、（ａ）は、側面図、（ｂ）は、背面図である。
【図１０】ベース板の外観斜視図である。
【図１１】照明ユニットのベース板への取り付け工程を示す工程図であり、（ａ）は、取
り付け前の状態を示し、（ｂ）は、取り付け完了状態を示す図である。
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【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明に係る遊技機の好ましい実施形態について、各図を参照して説明する。
　リールユニットを備える遊技機には、スロットマシンをはじめ、パチンコ機など様々な
種類があるが、本実施形態では、スロットマシンを実施例に挙げて説明する。
【００１２】
　本実施形態のスロットマシン１は、複数のリールを回転させることによって遊技媒体で
あるメダルを獲得できる一般的な回胴式遊技機であるものの、前述した照明ユニットのベ
ース板への取り付けに際して、照明ユニットの転倒を防止して取り付け作業効率を向上さ
せるようになっている。
　以下、このような作用効果を発揮する本実施形態に係るスロットマシン１の各部の構成
について詳述する。
【００１３】
［スロットマシン本体］
　図１は、スロットマシンの外観を示す概略正面図、図２は、スロットマシンの内部構成
を示す概略斜視図である。
　これらの図に示すように、本実施形態のスロットマシン１は、複数のリール４１ａ，４
１ｂ，４１ｃを回転させることによって遊技媒体であるメダルを獲得することができる回
胴式遊技機を構成している。
【００１４】
　スロットマシン１は、正面側が開口した筐体１ｂと、筐体１ｂの正面側を開閉可能に覆
う前扉１ａとで構成され、内部には、マイクロコンピュータ等で構成された制御部１０、
制御部１０からの指令により、表示器８，スピーカ９，ＬＥＤ等のランプ類を制御する演
出制御部２０、及び必要な機械，装置等が収納されている。
【００１５】
　前扉１ａは、図２に示すように、スロットマシン１の筐体１ｂにヒンジ等を介して開閉
可能に取り付けられる扉体で、この前扉１ａに遊技操作に係る複数の操作手段が設けられ
て、スロットマシン１の正面部を構成している。
【００１６】
　操作手段としては、メダルが投入されるメダル投入口２と、装置内部にクレジットとし
て貯留されたメダルをゲームに投じるベットボタン２ａと、各リール４１ａ，４１ｂ，４
１ｃの回転を始動させるスタートレバー３と、回転している各リール４１ａ，４１ｂ，４
１ｃを停止させる３つの停止ボタン５ａ，５ｂ，５ｃなどが設けられている。
　さらに、前扉１ａには、各リール４１ａ，４１ｂ，４１ｃに表示された図柄を視認可能
とする表示窓６が、各操作手段の上側に設けられている。また、前扉１ａ上部には、効果
音等が出力されるスピーカ９が設けられている。
【００１７】
　筐体１ｂの中央には、リール４１ａ，４１ｂ，４１ｃ備えるリールユニット４が設けら
れる。
　また、筐体１ｂの下部には、メダルの貯留・払出しを行うメダル払出装置７が設けられ
る。メダル払出装置７には、メダルを貯留するホッパー７ａが設けられ、メダル投入口２
より投入されたメダルは、メダルセレクタ２ｂにより検出されるとともに、ホッパー７ａ
に誘導されるようになっている。
【００１８】
　スロットマシン１では、上記の各操作手段からの信号やメダルセレクタ２ｂからの信号
に基づき、制御部１０が、リールユニット４、メダル払出装置７などの各装置を制御する
ことで、以下のようなスロットマシン遊技が進行する。
【００１９】
　具体的には、遊技者によりメダル投入口２からメダルが投入されると、メダルがメダル
セレクタ２ｂにより検出され、検出信号が制御部１０に入力される。また、ベットボタン
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２ａが操作された場合は、その検出信号が制御部１０に入力される。制御部１０は、これ
らの検出信号の入力数からゲーム可能なメダル数を監視するとともに、スタートレバー３
の操作を監視する。
　ゲーム可能なメダル数となったときに、スタートレバー３が操作されると、制御部１０
は、リールユニット４に対して、各リール４１ａ，４１ｂ，４１ｃを回転させる制御を行
う。
【００２０】
　さらに、制御部１０は、スタートレバー３が操作されたときに、ボーナス役、小役、再
遊技役、ハズレの複数の抽選対象の中から今回ゲームの当選対象を抽選する内部抽選を行
い、各停止ボタン５ａ，５ｂ，５ｃが押下操作されたタイミングに基づき、抽選結果に応
じた図柄の組合せで停止するよう、回転している各リール４１ａ，４１ｂ，４１ｃの停止
制御を行う。
【００２１】
　また、制御部１０は、各リール４１ａ，４１ｂ，４１ｃに停止表示される図柄の組合せ
を判定し、所定の図柄の組合せのときには、メダル払出装置７に対して所定数のメダルを
払い出す制御を行い、メダルをメダル払出口７ｂから払い出す。
【００２２】
　このように構成されたスロットマシン１において、各リール４１ａ，４１ｂ，４１ｃを
個別に回転可能に軸支しながら収納する装置がリールユニット４であり、このリールユニ
ット４には、複数の図柄が表された帯状シート４１１と、帯状シート４１１を円筒状に保
形するとともにモータ４３に軸支されて回転するホイールフレーム４１３と、帯状シート
４１１とモータ４３の軸４３２との間に配置され帯状シート４１１を後方から照明する照
明ユニット４５と、モータ４３を支持する板状のベース板４２と、を備えるリールモジュ
ール４０が水平方向に積層された状態で複数収納されている。
　そして、この照明ユニット４５のベース板４２への取り付けに際して、照明ユニット４
５が転倒しないようにその直立姿勢を保持させながら照明ユニット４５をベース板４２に
仮固定する仮固定手段を設けているので、取り付け作業時の効率化が図れるようになって
いる。
　以下、本実施形態に係るリールユニット４について詳述する。
【００２３】
［リールユニット］
　図３は、リールユニットの外観斜視図を示し、（ａ）は、前方から見た斜視図、（ｂ）
は、後方から見た斜視図であり、図４は、リールユニットの分解斜視図である。また、図
５は、リールモジュールの分解斜視図である。
　これらの図に示すように、本実施形態に係るリールユニット４は、それぞれ一つずつリ
ール４１を有する三つのリールモジュール４０（４０ａ，４０ｂ，４０ｃ）と、これらを
収納する収納ラック４６と、基板ユニット４７とを備え、各リール４１をそれぞれ独立し
て回転制御可能に構成されている。
【００２４】
　本実施形態のリールモジュール４０は、収納ラック４６の左端に収納される左リールモ
ジュール４０ａと、中央に収納される中リールモジュール４０ｂと、右端に収納される右
リールモジュール４０ｃと、からなる三つのリールモジュールからなり、収納ラック４６
の開口部４６1から挿着されるようになっている。
　リールモジュール４０は、図５に示すように、リール４１と、ベース板４２と、モータ
４３（パルスモータ）と、光センサ４４（フォトインタラプタ）と、照明ユニット４５と
から構成されている。
【００２５】
　リール４１は、複数種類の図柄が表された帯状シート４１１と、帯状シート４１１を円
筒状に保形する環状のリングフレーム４１２と、モータ４３に軸支されつつその縁端で帯
状シート４１１を円筒状に保形するホイールフレーム４１３とから構成されている。
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　リール４１は、ネジ３を介して軸４３２に軸止されるホイールフレーム４１３がモータ
４３によって駆動されて回転するとともに、ホイールフレーム４１３に形成された遮光板
が光センサ４４の光路を遮ることで、その回転位置を検出できるようになっている。
【００２６】
　照明ユニット４５は、帯状シート４１１と軸４３２との間に配置され、帯状シート４１
１の後方から図柄を照らす発光装置であり、光源としてのＬＥＤの実装されたＬＥＤ基板
４５２と、これを支持する基板ホルダー４５１から構成されている。
【００２７】
　ベース板４２は、略板状に成形された合成樹脂からなり、モータ４３と、光センサ４４
と、照明ユニット４５の取り付け部となっている。
　具体的には、図５に示すように、ベース板４２には、その後方から挿入されるモータ４
３がネジ２を介して固定されるとともに、同じく後方から挿入されるセンサ４４が所定の
凹部に挿嵌されて固定されるようになっている。さらに、前方から照明ユニット４５がネ
ジ４を介して固定されるようになっている。つまり、ベース板４２には、モータ４３と、
光センサ４４と、照明ユニット４５が固定されているので、モータ４３に軸支されたリー
ル４１もベース板４２が支えるようになっている。
　このような構成から、ベース板４２は、収納ラック４６に収納された状態で、リールモ
ジュール４０を直立不動に支える支持部としても機能するようになっている。
【００２８】
　具体的には、収納ラック４６には、図４に示すように、ベース板４２の上端部４２１と
下端部４２２をそれぞれ板厚方向から挟持するガイド溝４６２（４６２ａ、４６２ｂ、４
６２ｃ）が、その内側上面と底面に形成され、ベース板４２をこのガイド溝４６２に沿っ
て挿入するとともに、ベース板４２の上下に形成された固定部４２３においてネジ１を介
して収納ラック４６と固定することで、各リール４１を回転自在としながらリールモジュ
ール４０を揺動不能に収納ラック４６に固定することができるようになっている。
【００２９】
　また、ベース板４２には、モータ４３と、光センサ４４と、照明ユニット４５が固定さ
れているので、モータ４３からのモータ配線４３１と、光センサ４４からのセンサ配線４
４１と、ＬＥＤ基板４５２からのＬＥＤ配線４５２１がベース板４２に集結することにな
る。
　そこで、ベース板４２は、これらの配線をリールモジュール４０ごとに配線ケーブルＫ
（Ｋａ，Ｋｂ，Ｋｃ）として一つに束ねて、基板ユニット４７に向けて引き出すようなっ
ている。
　本実施形態では、収納ラック４６の上面に基板ユニット４７を配置したことから、配線
ケーブルＫ（Ｋａ，Ｋｂ，Ｋｃ）は、ベース板４２の上端部４２１側から引き出されると
ともに、各リール４１に絡まないように、リール４１の配置された面の反対側の面に沿っ
て引き出されるようになっている。
【００３０】
　基板ユニット４７は、図示しない中継基板と基板カバーとから構成されている。
　中継基板は、所定の配線ケーブルを介して制御部１０と演出制御部２０と接続されると
ともに、さらに、モータ配線４３１と、センサ配線４４１と、ＬＥＤ配線４５２１が接続
されるようになっている。
【００３１】
　このような構成からなるリールユニット４において、照明ユニット４５のベース板４２
への取り付けに際して、照明ユニット４５が転倒しないようにその直立姿勢を保持させな
がら照明ユニット４５をベース板４２に仮固定可能に構成されている。以下に、照明ユニ
ット４５と、ベース板４２について詳述する。
【００３２】
　図６は、照明ユニットをベース板に取り付けた状態を示す外観図であり、（ａ）は、斜
視図、（ｂ）は、正面図、（ｃ）は、側面図を示し、図７は、照明ユニットと帯状シート
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とモータの軸との配置関係を示す配置図であり、（ａ）は、平面図、（ｂ）は、Ａ－Ａ断
面図を示す。
　また、図８は、照明ユニットの外観斜視図、図９は、照明ユニットの外観図であり、（
ａ）は、側面図、（ｃ）は背面図を示し、図１０は、ベース板の外観斜視図であり、図１
１は、照明ユニット４５のベース板４２への取り付け工程を示す工程図であり、（ａ）は
、取り付け前の状態を示し、（ｂ）は、取り付け完了状態を示す図である。
【００３３】
　ベース板４２は、照明ユニット４５を取り付けた状態では、図６（ａ）に示すように、
その板面が鉛直方向に沿うようベース板４２を立てた状態で使用されるものの、照明ユニ
ット４５を取り付ける際には、図６（ｂ）、（ｃ）に示すように、ベース板４２をほぼ水
平な面に載置した状態とし、その上に照明ユニット４５を載せ、これをネジ４で固定する
ようになっている。
　また、照明ユニット４５は、帯状シート４１１を後方から照明する機能を有することか
ら、図７（ａ）、（ｂ）に示すように、モータ４３の軸４３２と帯状シート４１１の間に
配置されるとともに、ＬＥＤ基板４５２に実装されたＬＥＤにより、シート上の図柄が照
射されるようになっている。
　このような照明ユニット４５の取り付け方法、取り付け位置及びその機能から、照明ユ
ニット４５の形状はおのずと定形化され、以下のように構成されることになる。
【００３４】
　照明ユニット４５は、図８及び図９の各図に示すように、ＬＥＤ基板４５２と、これを
支持する基板ホルダー４５１とから構成されている。
　ＬＥＤ基板４５２は、ほぼ矩形状に形成されるとともに、複数のＬＥＤ４５２ａが実装
され、基板ホルダー４５１の背面側に固定されるようになっている。
【００３５】
　基板ホルダー４５１は、前述の取り付け方法、取り付け位置及び機能を達成可能に形成
されている。
　具体的には、基板ホルダー４５１は、照明ユニット４５をベース板４２に固定するため
の固定部４５１ａと、ＬＥＤ基板４５２を固定するための延出部４５１ｂとから構成され
ている。
　固定部４５１ａは、モータ４３の軸４３２と帯状シート４１１の間の限られた領域内で
ベース板４２に接触しながら、ネジ４を介してベース板４２に螺着される部分となってい
る。
【００３６】
　延出部４５１ｂは、固定部４５１ａから帯状シート４１１の後方中央に向けて延出され
、ＬＥＤ基板４５２をベース板４２から離間させるとともに、ＬＥＤ４５２ａが帯状シー
ト４１１の後方中央付近にある図柄を照射するようにＬＥＤ基板４５２を支持する部分と
なっている。
　そのため、延出部４５１ｂには、それぞれＬＥＤ基板４５２の縁端部と係合する、二つ
の固定爪４５１４ａと弾性変形可能な二つの弾性爪４５１４ｂとが形成され、固定爪４５
１４ａにＬＥＤ基板４５２の一端部側を引っ掛けた後に、ＬＥＤ基板４５２の他端部側を
弾性爪４５１４ｂに押し込むことで、ＬＥＤ基板４５２が延出部４５１ｂの背面側に固定
されるようになっている。
【００３７】
　このような各部の機能から、基板ホルダー４５１は、図９（ａ）に示すように、延出部
４５１ｂが固定部４５１ａよりも長い略Ｌ字形状をなす不安定な形態とならざるを得ない
。その結果、照明ユニット４５のベース板４２への取り付けに際して、ほぼ水平に配置さ
れたベース板４２上に固定部４５１ａを接触させた状態で当該照明ユニット４５を直立さ
せたときに、照明ユニット４５が延出部４５１ｂの形成される側に転倒してしまい、作業
効率を悪化させていた。
　そこで、照明ユニット４５が延出部４５１ｂの形成される側に転倒しないようにその直
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立姿勢を保持させながら照明ユニット４５をベース板４２に仮固定する以下のような仮固
定手段を設けてある。
【００３８】
［仮固定手段］
　仮固定手段は、ベース板４２と固定部４５１ａとを複数箇所において係合させ、ベース
板４２に対する照明ユニット４５の位置ずれを抑制する位置ずれ抑制手段と、固定部４５
１ａの一部をベース板４２の一部に係入させ、ベース板４２上における照明ユニット４５
の転倒を抑制する転倒抑制手段と、を備え、これらが有機的に協働して照明ユニット４５
をベース板４２に仮固定するようになっている。
　基板ホルダー４５１とベース板４２との物理的な相互の係り合いにより、位置ずれ及び
転倒が抑制されるようなっているので、位置ずれ抑制手段と転倒抑制手段は、それぞれ基
板ホルダー４５１とベース板４２に分散して配置されている。以下、仮固定手段を構成す
る位置ずれ抑制手段と転倒抑制手段について説明する。
【００３９】
　まず、位置ずれ抑制手段として、ベース板４２と固定部４５１ａとの接触面において凹
凸嵌合する凹凸嵌合部を備えている。
　凹凸嵌合部は、図８及び図９の各図に示すように、固定部４５１ａの底面４５１０ｂに
ベース板４２側に向かって凸設形成された凸部４５１１（－１）,４５１１（－２）（ダ
ボ）と、図１０、図１１に示すように、ベース板４２のベース面４２０ａに凹設形成され
た凹部４２４（－１），４２４（－２）（孔）とからなり、これらがそれぞれ一対一に対
応して凹凸嵌合することで、ベース板４２における照明ユニット４５の取り付け位置が位
置決めされる。
　これらが複数箇所で一対一に対応して凹凸嵌合することから、ベース板４２における照
明ユニット４５の取り付け位置が確実に決定され、照明ユニット４５の取り付け作業が容
易化される。
【００４０】
　なお、本実施形態では、凸部を固定部４５１ａに形成し、凹部をベース板４２に形成し
たが、凸部をベース板４２に形成し、凹部を固定部４５１ａに形成することもできる。
　また、照明ユニット４５のベース板４２への取り付けに際して、ベース板４２の壁部４
２０ｂと固定部４５１ａの端面４５１０とが所定の長さに渡って当接可能に形成すること
で、この当接関係により位置ずれを抑制することもできる。この場合は、複数形成した凹
凸嵌合部を減らすことができる。
【００４１】
　また、凸部４５１１が凹部４２４にきつめに挿入（嵌入、圧入）されるように、これら
の外径及び内径を形成することにより、位置ずれ抑制手段としてのみならず、転倒抑制手
段として機能させることもできる。
　また、凸部４５１１が凹部４２４に深く挿入される所定の長さに形成することでも、転
倒抑制手段として機能させることになる。
【００４２】
　次に、本実施形態では、転倒抑制手段として、ベース板４２に載置された照明ユニット
４５の傾動時に固定部４５１ａの上面４５１０ａが当接するとともに、ベース板４２との
間で固定部４５１ａの一部を挟み込む挟持部４２７を備えている。
【００４３】
　挟持部４２７は、図１０、図１１に示すように、ベース板４２の壁部４２０ｂに形成さ
れ、ベース面４２０ａから垂直に延びるリブ状の押さえ部４２７２と、押さえ部４２７２
のベース面４２０ａ側の一部を切り欠いた切欠部４２７１からなる。
　挟持部４２７は、切欠部４２７１に挿入される固定部４５１ａの端部４５１０（板厚）
を、押さえ部４２７２の底面と、ベース面４２ａとで挟み込むようになっている。
　これにより、照明ユニット４５が延出部４５１ｂ側へ転倒しようとすると、その傾動時
に、固定部４５１ａの上面４５１０ａが押さえ部４２７２の底面に当接することになるの
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で、照明ユニット４５の倒れ込みが抑制されることになる。
　また、挟持部４２７は、照明ユニット４５の延出部４５１ｂの形成される側と反対側に
位置することから、照明ユニット４５の延出部４５１ｂ側への倒れ込みを効率的に抑制す
ることができる。
【００４４】
　このような転倒抑制手段を備えることで、照明ユニット４５のベース板４２への取り付
けに際して、ほぼ水平に配置されたベース板４２上に固定部４５１ａを接触させた状態で
照明ユニット４５が直立したまま仮固定されることとなり、延出部４５１ｂの形成されて
いる側に転倒してしまうことがなくなるので、取り付け時の作業効率を向上させることが
できる。
【００４５】
　なお、このような挟持部４２７と前述の位置ずれ抑制手段として機能する凹凸嵌合部は
、位置ずれ抑制手段によって照明ユニット４５をベース板４２の取り付け位置に位置合わ
せするときに、その位置合わせを妨げないように、以下に示すような所定の形状及び配置
関係に基づいて形成されている。
【００４６】
　凹凸嵌合部は、凸設形成された凸部４５１１を有しており、例えば、本実施形態の場合
では、固定部４５１ａの底面４５１０ｂからベース板４２に向かって所定の高さで突出す
るものの、この高さは、位置合わせを容易にすべくなるべく高い方が望ましい。
　一方、切欠部４２７は、固定部４５１ａの板厚（２ｍｍ）より広い幅に設定されている
ものの、その幅は、照明ユニット４５の倒れ込みを防止すべく、なるべく狭い方が望まし
い。しかしながら、固定部４５１ａの板厚（２ｍｍ）に凸部４５１１の高さ分を加えるま
での幅は有していない。
　その結果、位置決めを優先すべく、凹凸嵌合を先行して行おうとしても、押さえ部４２
７２（リブ）が固定部４５１ａの端部４５１０に当接してしまい、凹凸嵌合はもちろん固
定部４５１ａの挟持部４２７への挿入もままならない状態となる。
【００４７】
　このようなことから、固定部４５１ａの挟持部４２７への挿入を優先すべく、固定部４
５１ａの端部４５１０が切欠部４２７１に先行して挿入されるように、図１１（ａ）に示
すように、照明ユニット４５をベース面４２０ａに対して全体的にＢ方向に傾けて挿入す
ることになる。
【００４８】
　そこで、照明ユニット４５を傾けて挿入する際には、凸部４５１１の高さはなるべく低
い方が挿入し易くなることから、例えば、凸部４５１１の高さを３ｍｍに設定し、また、
凸部４５１１と挟持部４２７との距離はなるべく離れている方が挿入し易くなることから
、例えば、固定部４５１ａの挟持部４２７への挿入方向に対して少なくとも５ｍｍ以上離
間させてそれぞれ形成してある。
　また、切欠部４２７１の幅は、照明ユニット４５の倒れ込みを防止可能としながら、な
るべく広く幅に設定される方が挿入し易くなることから、例えば、固定部４５１ａの板厚
（２ｍｍ）＋１ｍｍとなる３ｍｍに設定してある。
【００４９】
　このように、挟持部４２７と凹凸嵌合部は、凹凸嵌合によって照明ユニット４５をベー
ス板４２の取り付け位置に位置合わせするときには、凸部４５１１の高さと切欠部４２７
の幅は相反する関係を有することを考慮して、その位置合わせを妨げない所定の形状及び
配置関係に基づいて形成したものとなっている。
　これにより、照明ユニット４５をベース面４２０ａに対して、全体的にＢ方向に傾けな
がら、固定部４５１ａの端部４５１０の切欠部４２７１への挿入を優先するものの、位置
合わせに係る確実な凹凸嵌合も実現されることとなる。
【００５０】
　さらに、このような形状及び配置関係に加え、凸部４５１１の頂面を挟持部４２７に向
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かって傾斜させてある。
　具体的には、凸部４５１１の頂面を、図９（ａ）に示すように、傾斜面４５１１ａとし
て形成し、挟持部４２７側に向かって傾斜させてある。
　これにより、図１１（ａ）に示すように、照明ユニット４５をベース面４２０ａに対し
てＢ方向に傾けながら、固定部４５１ａの端部４５１０を切欠部４２７１に挿入するとき
に、凸部４５１１とベース面４２０ａとの干渉が回避されることから、円滑な挿入が図ら
れる。その上、切欠部４２７１の幅を極力狭くすることができるので、延出部４５１ｂの
形成されている側への照明ユニット４５の倒れ込みを最小限に抑えることができる。
【００５１】
　さらに、仮固定手段として、ベース面４２０ａ上において照明ユニット４５を自立させ
る自立手段を備え、さらに、この自立手段は、ベース面４２０上においてのみ照明ユニッ
ト４５を自立させるだけではなく、水平面に載置した照明ユニット４５を自立させるよう
になっている。
【００５２】
　まず、ベース面４２０上において照明ユニット４５を自立させる構成は、照明ユニット
４５とベース面４２０ａとの関係により実現されるようになっている。
　具体的には、ベース面４２０ａには、照明ユニット４５と当接する、当接面４２６ａと
当接面４２６ｂとが形成され、当接面４２６ｂは、当接面４２６ａより一段低い位置に形
成してある（図１１（ａ）参照）。
　そこで、照明ユニット４５は、当接面４２６間のこのような高低差を補完するために、
当接面４２６ｂと対向する面側にリブ４５１２を立設してある。
　このリブ４５１２により、当接面４２６間の高低差は補完され、ベース面４２０ａにお
ける照明ユニット４５の座りを安定させることができるものの、照明ユニット４５は依然
として延出部４５１ｂが形成される側に倒れ込むおそれがある。
【００５３】
　そこで、照明ユニット４５は、ベース面４２０に載置された状態で、ベース面４２０か
らの抗力及び重力を受ける以外は何ら外力を受けることなく、自立可能に形成してある。
　これは、ＬＥＤ基板４５２を取り付けることなく基板ホルダー４５１単体でベース面４
２０に載置させた状態では、基板ホルダー４５１は延出部４５１ｂが形成される側に倒れ
込むものの、照明ユニット４５をＬＥＤ基板４５２が取り付けられた状態で自立可能に構
成することで実現されている。
【００５４】
　具体的には、ＬＥＤ基板４５２を取り付けることにより、照明ユニット４５の重心をＬ
ＥＤ基板４５２側、すなわち、延出部４５１ｂが形成される側と反対側に移動させるよう
になっている。
　このような重心の移動量は、構造解析等に基づき、基板ホルダー４５１単体での重心位
置を予め求めるとともに、ＬＥＤ基板４５２の重量及びこの取り付け位置により、どの程
度重心が端部４５１０側に移動するかを求めて設定したものとなっている。
　また、基板ホルダー４５１は樹脂製の一体的な成形品であるため、単体での重心位置は
、基板ホルダー４５１の形状に拘束されることから、基板ホルダー４５１は、延出部４５
１ｂの高さを極力低く設定するとともに、固定部４５１ａの肉厚を厚く設定することで、
重心位置をなるべく低い位置に設定するとともに、ＬＥＤ基板４５２の取り付け面となる
背面側に重心が位置するように、延出部４５１ｂの正面側（帯状シート４１１側）よりも
、背面側の肉厚を増大させるように設定されている。
　これにより、照明ユニット４５を、ベース面４２０ａに載置された状態で自立させるこ
とができ、照明ユニット４５の取り付け時の作業効率が向上する。
【００５５】
　なお、本実施形態では、ＬＥＤ基板４５２を取り付けた状態で、照明ユニット４５を自
立可能に構成したが、さらに、延出部４５１ｂの高さを低くしたり、固定部４５１ａの肉
厚を厚くしたり、ＬＥＤ基板４５２の取り付け面側に重心が位置するように、この面側の
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肉厚を増大させたりすることで、基板ホルダー４５１単体で自立可能に構成することもで
きる。
【００５６】
　また、ベース面４２０ａ上において照明ユニット４５の座りを安定させる方法として、
当接面４２６ｂを当接面４２６ａより一段低く設定するとともに、照明ユニット４５にリ
ブ４５１２を形成したが、当接面４２６ａと当接面４２６ｂの高さを同じ高さに揃えると
ともに、リブ４５１２を形成しないことにより、上記の場合と同様、照明ユニット４５の
座りを安定させることができる。
【００５７】
　さらに、仮固定手段は、ベース面４２０上において照明ユニット４５を自立させるだけ
でなく、所定の水平面に載置した照明ユニット４５をも自立させるようになっている。
　具体的には、図９（ａ）に示すように、照明ユニット４５には、凹凸嵌合部に係る凸部
４５１１を形成してある。そうすると、リブ４５１２を有しない形状では、照明ユニット
４５は、延出部４５１ｂの形成されている側に倒れ込み易くなる。
　そこで、基板ホルダー４５１に積極的にリブ４５１２を形成することで、照明ユニット
４５を水平面に載置した場合でも自立するようにしてある。
　これにより、照明ユニット４５は、ベース面４２０上に載置しない状態、すなわち、水
平面に載置した状態でも自立することになるため、照明ユニット４５自体の組立て、及び
これを梱包する工程において、照明ユニット４５単体での自立により、その扱いが容易と
なり、作業効率を向上させることができる。
　なお、本実施形態のように、ベース板４２において、当接面４２６ａと当接面４２６ｂ
の高さをあえて同じ高さとすることなく、当接面４２６ｂを当接面４２６ａより一段低い
位置に形成したのは、上記のような作用効果を発揮させるためである。
【００５８】
　以上のような本実施形態に係る仮固定手段により、ベース板４２と固定部４５１ａとを
複数箇所において係合させ、ベース板４２に対する照明ユニット４５の位置ずれを抑制す
るとともに、固定部４５１ａの一部をベース板４２の一部に係入させ、ベース板４２上に
おける照明ユニット４５の転倒を抑制するので、照明ユニット４５はベース板４２に直立
した状態で仮固定され、最後に、ネジ４を固定部４５１ａに形成された固定孔４５１３に
貫通させつつ、ベース板４２に形成されたネジ孔４２５に螺入させることで、図１１（ｂ
）に示すように、照明ユニット４５のベース板４２への取り付けが完了することになる。
　これにより、照明ユニット４５のベース板４２への取り付けに際して、照明ユニット４
５の転倒が防止され、作業効率を向上させることができる。
【００５９】
　以上説明したように、本実施形態のスロットマシン１によれば、照明ユニット４５が延
出部４５１ｂの形成されている側に転倒しないようにその直立姿勢を保持させながら照明
ユニット４５をベース板４２に仮固定する仮固定手段を備えているので、照明ユニットの
ベース板への取り付けに際して、照明ユニットの転倒を防止して取り付け時の作業効率を
向上させることができる。
【００６０】
　以上、本発明の遊技機の好ましい実施形態について説明したが、本発明に係る遊技機は
上述した実施形態にのみ限定されるものではなく、本発明の範囲で種々の変更実施が可能
であることはいうまでもない。
【００６１】
　例えば、挟持部４２７は、本実施形態に拘泥されず、種々の構成を提示できる。
　具体的には、ベース板４２の壁部４２０ｂに孔を形成するとともに、固定部４５１ａの
端部４５１０側に壁部４２０ｂに向かって延びる舌片を形成し、舌片を孔に挿入させるこ
とで、照明ユニット４５の延出部４５１ｂ側への倒れ込みを抑制することもできる。
【００６２】
　また、転倒抑制手段は挟持部４２７にとらわれず、例えば、ベース面４２０ａと接触す
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る固定部４５１ａの底面４５１０ｂに、ベース面４２０ａに向かって突出するとともに底
面４５１０ｂに沿って延出形成される断面Ｌ字状の鉤部を形成するとともに、ベース面４
２０ａに孔を形成し、鉤部を孔にスライド挿入させることで、照明ユニット４５の延出部
４５１ｂ側への倒れ込みを抑制することもできる。
【００６３】
　また、本実施形態では、スロットマシンを例に挙げて説明したが、リールユニットを備
えるパチンコ機やその他の遊技機にも適用することもできる。
【符号の説明】
【００６５】
　１　スロットマシン
　２　メダル投入口
　３　スタートレバー
　４　リールユニット
　４０（４０ａ，４０ｂ，４０ｃ）　リールモジュール
　４１（４１ａ，４１ｂ，４１ｃ）　リール
　４２　ベース板
　４２４　凹部（凹凸嵌合部）
　４２７　狭持部
　４３　モータ
　４５　照明ユニット
　４５１　基板ホルダー
　４５１ａ　固定部
　４５１１　凸部（凹凸嵌合部）
　４５１１ａ　傾斜面
　４５１ｂ　延出部
　４５２　ＬＥＤ基板
　４５２ａ　ＬＥＤ（光源）
　４５１２　リブ（自立手段）
　４６　収納ラック
　５（５ａ，５ｂ，５ｃ）　停止ボタン
　６　表示窓
　７　メダル払出装置
　８　表示器
　９　スピーカ
　１０　制御部
　２０　演出制御部
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